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◎土砂災害についての問い合わせは、河川課☎（632）2686、宇都宮土木事務所☎（626）3123へ。
◎防災についての問い合わせは、危機管理課☎（632）2053へ。
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□燃　料
卓上こんろや固
形燃料、予備の
ガスボンベな
ど。

□水
飲料水は大人
1人当たり、1
日3リットルを
目安に準備。
ペットボトル
のほか、ポリ容
器に水をため
ておくと便利。

□食　品
缶詰やレトル
ト食品、ドライ
フーズなど、そ
のまま食べら
れるものや、簡
単な調理で食
べられるもの
を準備。チョコ
レートやあめ、
梅干しなども。

□その他
毛布、寝袋、洗顔
用具、ラップ、食
器類、使い捨て
カイロ、ロープ、
バール・スコッ
プなどの工具、
マスク、トイ
レ ッ ト ペ ー
パー、予備の眼
鏡、ドライシャ
ンプーなど。

家 の周囲の備え 災害を最小限にするために

□貴重品
現金、預・貯金通帳、印
鑑、健康保険証など。

□その他
ヘルメット、マスク、上着・下
着、タオル、軍手、紙の食器、ラ
イター、缶切り、ビニール袋、
ティッシュ、生理用品、紙おむ
つ、哺乳瓶、携帯トイレなど。

□救急医薬品
傷薬、ばんそ
うこう、解熱
剤、風邪薬、胃
腸薬、目薬な
ど。常備薬が
あれば忘れず
に用意。

□非常食・水
乾パンや缶詰など、
火を通さずに食べ
られるもの。水は
ペットボトル入り
が便利。乳幼児が
いる場合は、粉ミル
クとお湯も忘れずに。

□携帯ラジオ
小型で軽く、AMと
FMの両方を聞ける
ものがよい。予備の電
池は多めに。

□懐中電灯
できれば1人に1つ用
意。予備の電池と電球
も忘れずに。

次持出品2 災害後に備えるために
災害復旧までの数日間を自活するためのもの。少なくとも、
災害後３日間は自活できるように準備をしておきましょう。

次持出品1 最低限そろえておきたいもの
避難するときに持ち出す最小限の必需品。すぐに取
り出せる場所に保管することも大切です。

　
自
然
災
害
に
は
、
台
風
や
大

雨
な
ど
に
よ
る
風
水
害
や
土
砂

災
害
、
突
発
的
に
発
生
す
る
地

震
な
ど
が
あ
り
、
人
間
の
力
で

は
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
こ
れ

ら
の
災
害
に
備
え
、
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
準
備
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
や

台
風
の
時
期
に
よ
っ
て
発
生
し

や
す
く
な
る
土
砂
災
害
に
関
す

る
知
識
や
、
自
然
災
害
が
発
生

し
た
際
の
準
備
・
対
策
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
大
雨
が
続
く
と
、
右
下
の
イ

ラ
ス
ト
の
通
り
、
が
け
崩
れ
な

ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
気
象
台
が
発
表
す
る
土
砂
災

害
警
戒
情
報
に
注
意
す
る
な
ど
、

情
報
を
把
握
し
、
非
常
用
持
ち

出
し
品
の
事
前
準
備
や
、
安
全

な
避
難
路
を
確
認
し
て
お
く
な

ど
、
適
切
な
対
策
や
避
難
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
洪
水
や
土
砂
災
害
の
危
険
が

予
想
さ
れ
る
区
域
内
に
お
住
ま

い
の
人
は
、
災
害
の
前
触
れ
を

感
じ
た
と
き
は
、
早
め
に
自
主

避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
病
人
、
障

が
い
者
の
い
る
家
庭
も
、
早
め

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
６
月
５
日（
日
）正
午

〜
午
後
４
時
。

▽
会
場
　
桜
田
公
民
館
（
新
里

町
）。

▽
対
象
　
新
里
町
西
田
中
地

区
・
桜
田
地
区
の
一
部
の
住
民
。

　
市
で
は
土
砂
災
害
の
恐
れ
の

あ
る
区
域
や
避
難
場
所
な
ど
の

情
報
を
掲
載
し
た
「
土
砂
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
河
川
課
（
市
役
所

９
階
）
や
各
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
・
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
て
い
る
他
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路

の
確
認
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
※土砂災害防止月間　昭和57年７月の長崎大水害をきっかけに、土砂災害防止に関する国民の理解と関
心を深めるために国土交通省（旧建設省）により、昭和58年に制定されました。

自
然
災
害
に
備
え
よ
う

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

土
砂
災
害
防
災
訓
練

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

早
め
に
避
難
を

自然災害に備えよう
６月は土砂災害防止月間
　平成27年９月に、本市では大雨によ
る土砂災害が発生し、土砂が流出する
などの被害がありました。
　また、４月に発生した熊本地震でも、
大規模な土砂災害が発生し、甚大な被
害をもたらしています。
　自然災害は止めることができませ
ん。私たちができることは、被害を最
小限にすることだけです。
　６月は土砂災害防止月間です。この
機会に、自分自身の問題として、防災
について考え、家族で確認してみてく
ださい。

▲平成27年9月に発生した本市の土砂災害（下野萩の道）

　
防
災
と
は
災
害
に
備
え
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
正
し
い
知
識
と
防
災
物
品
、

そ
し
て
災
害
後
の
自
力
生
活
に
耐
え
る
技
術
の
大
き
く
３
つ
の
備
え
が
重
要
で
す
。

　
日
頃
か
ら
備
え
る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
改
め
て

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
わ
が
家
の
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
・
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
な
ど
に
置
い
て
あ

る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

皆さんの家庭では、台風や大雨に対する備えは万全でしょうか。家
の中や周囲をしっかりと点検し、いざというときに備えましょう。 防

災
は
日
常
の
備
え
が
大
切

※※

■支援物資　▽大分県由布市へ提供　ペットボトル飲料
水10,000本、アルファ米6,000食、クラッカー15,000食な
ど▽熊本県阿蘇郡産山村へ提供　幼児用オムツ6,000
枚、成人用オムツ1,500枚▽熊本県八代市へ提供　アル
ファ米6,000食、ブルーシート100枚。
■職員の派遣　▽熊本県菊池市（住民の健康相談など4

月23日～5月11日）　保健師3人▽熊本県南阿蘇村（災害
対策本部運営など4月29日～5月9日、5月12～31日）　事
務職員6人。
■募金　本庁舎や各地区市民センターなどの窓口に募金
箱を設置。
■市営住宅の提供　住宅が被災し住宅に困窮している人
たちを対象に、生活再建を支援するため、市営住宅を提供。
問危機管理課☎(632)2052　　　　　  （5月18日現在）

平成28年熊本地震への本市の対応

雨戸や窓の補強

物干しざおや鉢、
プランターなど
ベランダの小物
を取り込む

床上浸水に備えて
家財道具の移動

アンテナ支線
の補強

瓦やトタンの剥がれ
がないか点検

排水溝の清掃板塀の補強外回りの小物
の片付け

プロパンガスの
ボンベを固定

自動販売機の転倒
防止の強化

看板などの
安全点検

ブロック塀
の補強

モルタルの壁に
亀裂がないか

土砂災害の危険信号

亀裂が現れる

樹木の振動が
地面に伝わる

土砂災害の前触れを見たら、
早めの避難を

土砂災害の前触れを見たら、
早めの避難を

浮き石が現れる

湧き水が増える
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問危機管理課☎(632)2052　　　　　  （5月18日現在）

平成28年熊本地震への本市の対応

雨戸や窓の補強

物干しざおや鉢、
プランターなど
ベランダの小物
を取り込む

床上浸水に備えて
家財道具の移動

アンテナ支線
の補強

瓦やトタンの剥がれ
がないか点検

排水溝の清掃板塀の補強外回りの小物
の片付け

プロパンガスの
ボンベを固定

自動販売機の転倒
防止の強化

看板などの
安全点検

ブロック塀
の補強

モルタルの壁に
亀裂がないか

土砂災害の危険信号

亀裂が現れる

樹木の振動が
地面に伝わる

土砂災害の前触れを見たら、
早めの避難を

土砂災害の前触れを見たら、
早めの避難を

浮き石が現れる

湧き水が増える


